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≪学習問題≫


半径6㎝，弧の長さ8π㎝のおうぎ形があります。このおうぎ形の面積を求めなさい。





②見通し:中心角がわからないので求められない。


→中心角をｘ°として公式を利用するとよい。


























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・公式を用いて，おうぎ形の弧の長さ，面積を求めることができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・おうぎ形の弧の長さや面積は，中心角の大きさに比例することを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・求めた面積と問題文の数値の比較に目が向く生徒は少ない。


○ゆさぶりに対応する経験


・「方程式」で「等式の性質」を学習している。





②学習課題:中心角をｘ°とし，弧の長さを求める公式を利用して方程式をつくって中心角を求めよう。





③個人追究:公式にあてはめたり，円周と弧の長さの関係に着目したりして，中心角を求める。





④共同追究前半（解法の比較検討，学習問題の解決）


「2つの解法の式を見比べて気づくことはないか？」


→「一方の等式を変形するともう一方の式になる。」


「中心角240°を使って，面積を求め確かめてみよう。」





④共同追究後半（思考を深める）


「問題文の数値から一気に面積を求められないか？」


→「半径と弧の長さをかけた半分が面積になっている。」


「ℓに弧の長さを求める式を代入し，文字式を変形すると，Ｓ＝ℓr/2の式にまとめられる。」





⑥定着･活用問題


半径8㎝，面積24π㎝２のおうぎ形をつくるには，中心角を何度にすればよいだろうか。
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⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・中心角をｘ°として弧の長さを求める公式をもとに方程式をつくれば，中心角を求めることができる。


・半径と弧の長さから一気に面積を求める公式（Ｓ=ℓr/2）を見つけた。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・公式を用いて，おうぎ形の弧の長さ，面積を求められるように，前時までに練習を行っておきたい。また，単なる公式の利用にならないように，配慮したい。


・Ｓ＝ℓr/2 については，面積と弧の長さの公式の考察を大切に扱い，形式的な文字式の処理の便利さを実感させるとともに，ℓr/2の意味を考えさせたい。








